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関係機関長 殿
沖縄県病害虫防除技術センター所長

（公印省略）

病害虫発生予察注意報について

みだしのことについて、沖縄県病害虫発生予察事業実施要項に基づき、注意報第１号を発
表したので送付します。

平成18年度病害虫発生予察注意報第１号

１ 病害虫名 黒斑・褐斑病

２ 発生地域 沖縄本島

３ 作物名 小ギク

４ 発生程度 多

５ 注意報発令の根拠
１） ３月下旬の本島中南部の発生圃場率は67％、発病葉率は1.67％（前年2.02％、平年

0.52％）と平年より高かった。
２） 本病の発病適温は24～28℃で、例年４月以降発生が多くなる。

６ 防除上注意すべき事項
１） 発病初期の防除を徹底する。
２） 苗は健全株から採り、発病圃場から採穂しない。
３） 発病葉は除去し、通風、採光を良くする。
４） 肥料切れや窒素質肥料の過用は発病を助長するため、施肥管理を適正に行う。
５） 圃場は多湿にならないように排水に努める。
６） 敷きわら等により、水滴のはねあがりを防ぐ。
７） 摘葉等による残渣は、圃場の外に持ち出し処分する。

７ 薬剤防除法
黒斑病 褐斑病

薬 剤 名 使用回数 薬 剤 名 使用回数
サンヨール ８ サンヨール ８
ストロビーフロアブル ３ ストロビーフロアブル ３
ベンレート水和剤 ６ ベンレート水和剤 ６
ダコニール1000 ６ ダコニール1000 ６

トップジンM水和剤 ５

小ギクにおける黒斑・褐斑病の発生推移
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